
JCBカードユーザーが利用する「MyJCBサービス基盤」が、大きな
進化を遂げようとしている。ミッションクリティカルな要求に応える

信頼性・可用性をさらに強化しながら、クラウドネイティブテクノロジー

を積極的に採用して、新サービスをいち早くリリースするための俊敏性、

アプリケーション開発の柔軟性と高速化を追求。HPEは「次世代

MyJCBサービス基盤」の構想を具現化し、JCBの新しいビジネスチャ
レンジを支えている。ミッションクリティカルシステムとクラウドネイティ

ブテクノロジーが融合した、ハイブリッドクラウドの現実解がここにある。

顧客接点を支えるMyJCBサービス基盤の最新化

キャッシュレス化の世界的な潮流とともに、JCBがビジネス成長をさらに加速させている。
日本発唯一の国際カードブランドであるJCBは、約150の国・地域で利用でき、国内外会員数
1億4千万以上、加盟店約3�700万、年間取扱高33�8兆円超というビジネス規模を誇る*。成長
の原動力は、高品質なサービス体験を通じて構築された強固なカスタマーエンゲージメントで

ある。同社 システム本部の松岡亮氏は次のように話す。
＊会員数・加盟店数は2021年9月末時点、年間取扱高は2021年3月末時点

「JCBカード会員様専用サイト『MyJCB（マイジェーシービー）』は、お客様とJCBを結ぶ最も
重要なオンラインチャネルのひとつです。私たちのチームでは、お客様にいつでも快適に

MyJCBをご利用いただけるよう、24時間365日の安定的なサービス提供が可能な高信頼な
システムを構築・運用しています」

株式会社ジェーシービー

業種 :  クレジットカード事業

地域 :  日本

ビジョン

「次世代MyJCBサービス基盤」を通じた
カスタマーエンゲージメントのさらなる強化、

新サービスの拡充

戦略

ミッションクリティカルプラットフォームにクラ

ウドネイティブテクノロジーを採用し、アプリ

ケーション開発の柔軟性と高速化を追求

成果

• R e d H a t O p e n S h i f t C o n t a i n e r 
Platformの導入とCI/CD環境の整備に
よりアプリケーション開発の高速化を実現

• K u b e r n e t e s運用と親和性の高い
GitOpsの導入と一貫したパイプラインの
実装によりインフラ運用とアプリケーション

運用の共通化を実現

• システム構成においてオンプレミス（内製）
/クラウド（外製・SaaS）の最適解を実現

• HPE GreenLakeを活用しHybr id 
Cloud as a Serviceを実現 
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ミッションクリティカルコンテナと

ハイブリッドクラウドの理想へ

クラウドネイティブテクノロジーを採り入れた「次世代MyJCBサービス基盤」に
HPE GreenLake edge-to-cloudプラットフォームを選択

＊クラウドネイティブとは

CNCF Cloud Native Definition v1�0では、「コンテナ、サービスメッシュ、マイクロサービス等により、回復性、管理力、
および可観測性のある疎結合システムが実現可能となる。これらを堅牢な自動化と組み合わせることで、エンジニアはインパ

クトのある変更を最小限の労力で頻繁かつ予測どおりに行うことができる。」と定義している。



カード利用明細の照会、ポイントの確認と利用、

お得なキャンペーンへの参加など、MyJCBは
JCBカード会員にとって欠かせない存在だ。
JCBは、顧客との関係をいっそう強化する
ためにMyJCBのサービス拡充に力を注いで
いる。

「2019年より、全社を挙げて『ビジネス構築
の高速化プロジェクト』に取り組んでおり、サー

ビスの主管部門とシステム本部が緊密に

連携して、サービス開発のスピード化、アプリ

ケーションのアジャイル開発を本格化させて

います。注力しているのはSoE（System of 
Engagement）系のアプリケーションです」
（松岡氏）

こうした流れは、MyJCBとこれを支えるサー
ビス基盤に大きな指針を示した。2020年
から始まった「次世代MyJCBサービス基盤
プロジェクト」では、現行システムを上回る

信頼性・可用性に加え、新サービスをいち早く

リリースするための俊敏性、アプリケーション

開発の柔軟性と高速化が目標に掲げられた。

「新しいデータセンターへの移行が計画され

ており、これと歩調を合わせて『次世代

MyJCBサービス基盤』を構築し、モダナイズ
されたコンテナアプリケーションを稼働させる

考えです。ミッションクリティカルシステムと

クラウドネイティブテクノロジーを融合させ、

MyJCBに最適化されたハイブリッドクラウド
環境の実現を目指します」（松岡氏）

MyJCBに最適な
ハイブリッドクラウドへの進化

「次世代MyJCBサービス基盤プロジェクト」

には、MyJCBのコンテナアプリケーション
開発を担う株式会社SCC、インフラ/アプリケー
ションアーキテクチャーのクラウドネイティブ

化を担当するHPE Pointnextのアドバイザ
リー＆プロフェッショナルサービスが参画した。

HPE Pointnextは、企業や組織のデジタル
トランスフォーメーションをトータルに支援

するサービス組織である。世界80カ国、2万
2�000人を超える ITプロフェッショナルが、
豊富な実績とナレッジに基づくアドバイザリー、

構築サービス、運用保守サービスをトータル

に提供している。ハイブリッドクラウド環境、エン

タープライズ向けKubernetesクラスターの
構築においても世界屈指の実績を持つ。

「データセンター移行を安全に遂行することを

前提に、モダンな技術をミッションクリティ

カルなシステムに適用する際に必要となる機

能 /非機能要件を網羅的に検討し、カオスとも
言えるこのテクノロジー領域において、現時点

の最適解は何なのか――その答えを導き

出すために徹底的に議論しました」とHPE 
Pointnextの副島翔悟氏は話す。

「ワークショップやPoCをはじめとするHPE
のアドバイザリーサービスを通じて、次世代

MyJCBに最適なハイブリッドクラウドの実現
に向けて『成長・進化するシステム』が現実解

であると確信しました。その第一歩として、

Kubernetesによるコンテナオーケストレー
ションを初めて採用するとともに、CI/CDを一
貫させてコンテナアプリケーション開発のアジャ

イル化を目指します」と松岡氏は話す。

次世代MyJCBでは、マイクロサービス化を
視野に、中核的なアプリケーションとそのアー

キテクチャーも段階的に見直されていく。クラ

ウドネイティブテクノロジーのアーキテクトと

して設計を担当したHPE の太田航平氏は
次のように話す。

「まず、セッション情報をアプリケーションコン

テナと切り離してインメモリデータストアに

持たせることでスティッキーなセッション管理

から脱却し、アプリケーションデータの疎結合

性を実現します。これにより、アプリケーション

の稼働状態に弾力性を持たせることができ、

耐障害性を向上させることに加え、拡張の

容易性やアップデートの柔軟性など様々な

メリットが得られます」

セッション情報の管理に加え、ソースコードの

リポジトリ管理、ドキュメント管理、モニタリン

グ /オブザーバビリティ、ログ収集・管理にも
クラウドネイティブテクノロジーが利用される。

「オープンなクラウドネイティブテクノロジー /
SaaSを積極的に採用し、システム全体のアー
キテクチャーを“疎結合”へと見直します。特定

のプラットフォームやテクノロジーに縛られず、

最適な組み合わせに変更できる柔軟なシステ

ムを実現したかったからです。そうすることで、

JCB様にとって理想的なハイブリッドクラウド
環境を作り込んでいくための土台ができあがり、

ビジネスのニーズや成長に合わせて基盤も

成長・進化させることができます」（太田氏）

コンテナアプリケーション開発の

さらなる高速化

株式会社SCCは、JCBのビジネスパートナー
としてMyJCBのアプリケーション開発を長年
にわたり担っている。システム開発や宇宙
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次世代MyJCBは、これまで培ってきたミッ
ションクリティカルな能力をベースラインとし、

新たなテクノロジーであるクラウドネイティブ

を融合させ、ここから大きく発展していきます”

–  株式会社ジェーシービー
　システム本部 デジタルソリューション開発部
　ダイレクトチャネルシステムⅠグループ 主幹
　松岡亮 氏



開発を手掛ける「産業」、情報教育を行う

「学校」、情報通信技術の「研究」という3軸
でビジネスを展開するeDCグループにおいて、
企業向け ITソリューションを担う事業会社で
あり、ミッションクリティカルアプリケーション

の開発力には定評がある。同社の鈴木秀氏は

次のように話す。

「MyJCBの主要アプリケーションはすでに
8割以上がコンテナ化されており、CI（継続的
インテグレーション）への取り組みも独自に

進めてきました。次世代MyJCBにおけるチャ
レンジは、Kubernetesによる自動化のさら
なる推進と、CIからCD（継続的デリバリー）
までを一貫させるアジャイル開発の本格化です。

ソースコード管理にクラウドベースのリポジト

リを活用し、これをデリバリープロセスの中心

としてGitOpsを実践していく考えです」

Kubernetesネイティブな手順を採ることで、
人手を介さずに全自動でデリバリーが可能に

なる。ユーザー範囲を限定してアプリケーション

をリリースし、不具合を確認したら即座にロー

ルバックするような運用もできるため、CI/CD
によるトライ＆エラーのサイクルが回しやすく

なるメリットも大きい。

「システムアーキテクチャーの疎結合化の一環

として、SCCには中核アプリケーションのマイ
クロサービス化にも取り組んでもらいます。

モノリシックなアーキテクチャーから脱却する

ことで、複数チームによる並行開発が容易に

なり、アプリケーション開発の柔軟性を大きく

高めることができるはずです」と松岡氏は期待

を示す。
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ミッションクリティカルシステムに

おけるコンテナの実装

「ミッションクリティカルシステムとクラウド

ネイティブテクノロジーの融合」――次世

代MyJCBをひと言であらわすなら、この
表現が適切だろう。インフラストラクチャ―

は、ミッションクリティカルサーバーHPE 
Superdome Flex 280、オールフラッシュ
アレイHPE Primeraを中心に盤石に構成さ
れ、エンタープライズグレードのKubernetes 
コンテナプラットフォームとしてRed Hat 
OpenShiftが採用されている。さらに、HPE 
GreenLakeにより、システム全体を月額制で
利用するas-a-serviceモデルが適用された。
HPEの元木健二氏は次のように話す。

「ミッションクリティカルシステムで信頼性の

高い基盤を構築し、その上でレガシーテクノロ

ジーとクラウドネイティブテクノロジーを最適

に利用して俊敏性・開発の柔軟性を向上させ

ることに、本システムの大きな意義があります。

両者のメリットを兼ね備えた『ミッションクリティ

カルコンテナ』の実現は、次世代MyJCBが
成長・進化していく上で最も重要な要件のひと

つです」

HPEにとっては、MyJCBサービス基盤の3度
目の最新化プロジェクトである。ここまで

HPEは、システムの標準化・統合化プロジェク
トを完遂し、UNIXからLinuxへの移行とアプ
リケーションのコンテナ化を支援してきた。本

プロジェクトでは、クラウドネイティブという到

達点を見据え、新しいチャレンジへと歩み出す。

「同じ方向性、同じ視点、同じ歩調、これらを見

出すプロセスこそが重要で、価値のあるもの

でした。HPEのコンサルティングにより、次期
MyJCBシステムの目的や手段を明確化させ、
また、疑問や課題を解決しながら、結果として

私たちが十分に納得できるアーキテクチャー

やテクノロジーに落とし込んでもらえました」

と松岡氏は評価する。

お客様とともにシステムを

進化させるパートナー

JCBでは、サービスの主管部門とシステム
本部が一体となって、アジャイル開発とクラ

ウドネイティブへの取り組みを加速させている。

サービス部門がプロダクトオーナーとなり、

アプリケーション開発を主導する体制を目指す

ものだ。松岡氏は次のように話す。

「クラウドネイティブな文化を貪欲に吸収して、

アジャイルなアプリケーション開発とサービス

展開を全社に根づかせるチャレンジです。サー

ビス部門＝頼む人、システム本部＝作る人、と

いう関係性から脱却して、ビジネス目標をしっ

かりと共有しつつ、双方でアジャイルな手順を

磨き上げていきます」

一方、HPEは「Edge to Cloud platform 
as-a-serv iceカンパニー」となることを
宣言している。変革の象徴ともいえるHPE 
GreenLakeでは、プラットフォーム、ソフト
ウェア、各種サービスを費用化して月額・従量 /
定額制で利用可能にするとともに、オンプレ

ミスとクラウド環境全体の監視・運用・保守を

HPEのエキスパートに任せられる。
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SOLUTION

ハードウェア

• HPE Superdome Flex 280
• HPE Primera

ソフトウェア

• Red Hat OpenShift Container 
Platform

• Kafka
• Redis
• Istio
• Fluentd

クラウド

• Amazon RDS
• Sysdig
• LogDNA
• GitHub
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「HPEは、お客様の変革を支援する企業として常に進化を指向しており、注力領域のひとつに
ハイブリッドクラウドがあります。これは、オンプレミスとパブリッククラウドを活用する『プラッ

トフォームとしてのハイブリッド』を指すだけでなく、『継承すべきレガシー資産と先進テクノロジー

のハイブリッド』もエンタープライズの領域においては必要不可欠な視点だと認識しています。

これを具現化したのが次世代MyJCBシステムであり、まさにHPEが強みを発揮できるテーマ
でした」と元木氏は話す。

次世代MyJCBサービス基盤プロジェクトは、JCB-SCC-HPEのチームが緊密に連携しながら
計画通り進んでいる。松岡氏は次のように話して締めくくった。

「次世代MyJCBは、これまで培ってきたミッションクリティカルな能力をベースラインとし、
新たなテクノロジーであるクラウドネイティブを融合させ、ここから大きく発展していきます。

より多くのサービスや、より多くのアプリケーションを、より高速かつ容易に開発できる環境と

して利用されることになるでしょう。SCCとHPEには、私たちJCBのパートナーとしてさらなる
ご支援を期待しています」

導入サービスの詳細はこちら

 hpe.com/jp/pointnext

日本ヒューレット・パッカード合同会社
〒136-8711 東京都江東区大島 2-2-1  

（写真右より）
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